
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
受
領

答

弁

第

八

号

内
閣
衆
質
一
九
一
第
八
号

平
成
二
十
八
年
八
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
辺
野
古
海
上
請
負
業
務
に
関
す
る
新
た
な
疑
惑
の
中
で
船
員
法
違
反
が
発
覚
し
た
こ
と
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
辺
野
古
海
上
請
負
業
務
に
関
す
る
新
た
な
疑
惑
の
中
で
船
員
法
違
反
が
発
覚
し
た
こ
と

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
報
道
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
マ
リ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）

上
の
船
員
を
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
同
法
上
の
手
続
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
が
必
要
な
手
続
に

つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
監
督
機
関
に
お
い
て
、
株
式
会
社
マ
リ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
「
船
員
法
の
手
続

き
は
必
要
な
い
」
と
発
言
し
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
本
来
支
給
さ
れ
る
べ
き
給
与
や
社
会
保
険
」
及
び
「
船
員
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
」
の
趣

旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
船
員
法
上
の
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
は
、
同
法
の
規
定
に

従
っ
て
給
料
等
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
船
員

一



法
上
の
船
員
は
、
船
員
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
事
業
者
に
つ
い
て
の
船
員
法
上
必
要
な
手
続
及
び

船
員
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

沖
縄
防
衛
局
が
発
注
し
た
海
上
警
備
業
務
の
再
委
託
先
で
あ
る
株
式
会
社
マ
リ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
労
働
基
準
監
督
署

か
ら
是
正
の
勧
告
を
受
け
、
同
社
は
是
正
し
た
こ
と
、
ま
た
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
船
員
法
上
の
手
続
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
、
同
社
は
現
時
点
に
お
い
て
適
正
な
手
続
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
業
務
の
受
注
先
で
あ
る
株
式
会
社
ラ

イ
ジ
ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
報
告
に
よ
り
承
知
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
株
式
会
社
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
の
業
務
委
託
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。 二


